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ことを見出した。また、神経細胞シナプス領域に局在する Q-dot 標識 GluR2-AMPAR の集合操作にも成功し、
光ピンセットにより神経シナプスの分子群を操作できる可能性を示した。さらに、レーザー光が神経細胞に与
える熱的ダメージを低減し、細胞表面分子群を安定に捕捉する新たな手法として、NIR レーザーに加えて、捕
捉対象である Q-dotが吸収する共鳴用レーザーを同時に照射する手法を提案し、共鳴レーザー光強度の増加と
ともに、集光領域内の粒子運動がより強く束縛され、共鳴効果に基づく捕捉力の増大を示した。 
